




















補足

・国の方針
「令和の日本型学校教育の構築を目指して～全ての子供たちの可能性を引き出す、
個別最適な学びと、協働的な学びの実現～（中央教育審議会、令和３年答申）」等で、
核心部分として「これからの社会は、AIをはじめとする科学技術の急速な進展、感染
症の拡大、自然災害、国際情勢の不安定化など、先行きが不透明で予測が困難な時代
であり、いわゆる「Society5.0時代」においては、これまでのように正解を与えられ
るだけではなく、自ら考え、判断し、行動する力（主体性）と、多様な人々と協力し
て課題を解決する力（協働性）が不可欠となります。」と述べられている。

・ＧＲＩＴ（やり抜く力）
Ｇuts（ガッツ）：困難に立ち向かう度胸
Ｒesilience（レジリエンス）：苦境にめげずに立ち直る復元力
Ｉnitiative（イニシアチブ）：自ら目標を見つけて取り組む自発性
Ｔenacity（テナシティ）：最後までやり遂げる執念


